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コロナ禍においての日常は、暗くて長いトンネルのようでしたが、ようやく、その先にわず

かではありますが、光が見えてきたようです。 

今月号では、新任されましたお二人の副学長に、これからのアカデミーの在り方やその思い

について語っていただきました。 

 
 
このたびかわさき市民ア

カデミーの副学長に就任し

た加藤です。これまで４０

年ほど日本史の研究や教育

にたずさわってまいりまし

たが、私の場合、もっぱら

在野の学徒・教師としての立場からの関与に

とどまり、この分野で十分な指導を行えるほ

ど、専門の知識や技術を身につけているわけ

ではありません。したがってカリキュラム企

画・編成委員、ついで副学長を依嘱されたと

きには、正直、戸惑い、お断りしようかと思

ったほどですが、長年、成人教育の場で講師

をつとめてきましたので、受講者の方々がど

のような授業を望み、いかなる知識を求めて

おられるのかは、自分なりによく理解してい

るつもりです。 

現在、成人教育は大学のエクステンション 

センターや、地方自治体・民間のカルチャー

センターなど、多方面で行われるようにな

り、逆にその反動として一種の過飽和状態に

陥り、低迷期を迎えています。かかる危機的

状況の中で、かわさき市民アカデミーが建学

の精神に立ち返り、何処に活路を求め、発展

していくべきなのか、微力ながら、真摯にそ

れを考え、努力していきたいと願っていま

す。 

副学長就任に当たって（木村 学） 

この度、副学長に就任の

木村学と申します。専門分

野は地球テクトニクスとい

う分野です。地球の大地で

進行する地震や火山を包含

する地殻変動、最も深い海

溝と世界の屋根の大山脈を作る造山運動など

を研究してまいりました。 

 

昨今、この大地の運動と地球環境や資源エ

ネルギー問題とが切り離せない関係にあるこ

とが益々明らかとなって来ています。地政学

を揺るがす根幹にこの大地の問題がありま

す。環境持続や資源エネルギー源維持確保に

全人類を挙げての知恵ある制御と対応が求め

られています。知恵の源は真摯な「学び」で

あると信じます。 

 

かわさき市民アカデミーは、その「学び」

の場を広く提供しています。人文・社会系か

ら、自然科学系、そして身近な身の回りの事

柄まで、時勢に応じてカリキュラムと講師陣

を配置するユニークな場です。今後、アカデ

ミーが益々発展することに微力ですが尽力し

たいと思います。よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 副学長を拝命して（加藤 謙吉） 

4月に副学長ご就任 
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2022 年 9 月度 理事会開催   9月 6 日（火）15時 30分～ 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かわら版 新編集委員紹介!! 
★清水正美さん 

この度、「かわら版」編集委 

員に就任しました。駆け出しで 

はありますが、受講生の皆様に 

必要かつタイムリーな情報発信 

ができるよう努めてまいります。 

★辻 智子さん 

いつもカラフルな「かわら版 

」の編集に参加できてうれしく 

思っています。ほぼモノクロな 

私の生活に少しでも色がつくよ 

うに、頑張ります。 

 

     

     

 

 

 

 

１）主な審議事項    

○開学 30 周年(2023 年)記念事業の実施と 

実行委員会の設置 

○22 年度後期講座・WS の担当役員を決定 

  

2）主な報告事項 

○NPO 正会員拡大の取り組みについて 

○フェスタ‘22 計画概要の報告 

○22 年度 SDGｓフォーラム(11/19)について 

○第 4 次中期経営計画(案)について 

 

 NPO 正会員募集 
NPO 法人かわさき市民アカデミーは、

活動の維持・発展にご協力頂く、正会員を

募集しています。皆さまの入会をお待ちし

ています。入会を希望される方は、NPO

事務局までご連絡ください。 

 

 NPO正会員申し込み・問い合せ先  

かわさき市民アカデミー事務局 

電話 044－733－5590   

FAX 044－722－5761 

 

アカデミーへのご寄附のお願い 
   

確保などに有効に使わせていただいており

ます。受講生の皆様のご寄附をお願いいた

します。詳細は、１１月下旬にご寄附のお

願いキャンペーンで配布するチラシをご参

照ください。ご協力をお願いいたします。 

 

アカデミーの運営経費は受講料と寄附金で

賄っています。２２年度の財政状況は、長引

くコロナ禍の影響により受講生数がコロナ禍

以前に戻らず、引き続き厳しい状況にありま

す。寄附金は、多様な講座・ワークショップ

の維持、オンラインに必要な機器購入や人材 

・確定申告をすると税額控除又は所得控除が受けられます。 

・お問い合わせは かわさき市民アカデミー事務局 Tel 044－733－5590 へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特別講座 「鏑木清方 没後 50年－美人画の枠を超えて－」のご案内 
学習内容：① 「鏑木清方 93 年のあゆみ 庶民生活への眼差し」 

➁ 「没後 50 年 鏑木清方展 名品の数々の魅力を再発見！」 

講師：鎌倉市 鏑木清方記念美術館  今西彩子 学芸員 

開催日時：① 11 月 24 日(木)  ➁ 2023 年 1 月 19 日(木) 

時間はともに 16 時 30 分～18 時 

場所：新百合 21 ビル地下 2 階多目的ホール または オンライン受講 

                                                  

                                          3/18～5/8まで 

                                       開催された「没後50年鏑木清方展」チラシ 

 

 

 

       

“西の松園、東の清方”  鏑木清方の世界へようこそ！ 

詳細は個別チラシやアカデミーのホームページをご覧ください 
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８月５日に、2２年度前期運営代表世話人会議が会場・OL併用で開催され、世話人・役員・事

務局、学長を含め約 40名が参加しました。第Ⅰ部ではNPOから、①コロナ禍の影響は現在も続

いているが必要な支出は行いながら次年度に向けて安定を図りたい（総務部会）、②22後期募集

定員（2/3）、特別講座の企画（石橋湛山、鏑木清方）とイベント管理システム試用、オンライン

ホスト負担への対応、世話人確保の一助として当番制を再開（事業推進部会から）、③現在募集期

間中。口コミ・拡散、メディア、パンフレットに加え、昨今メールやHP のダウンロード等の増

えている（広報・地域連携部会）等の報告がありました。また、3年ぶりのフェスタ、東京応化

財団助成事業（研究交流：気候変動のフォーラム、出版：第 5巻編集中）、出版委員会（太田理事

長、川崎学）の進捗が紹介されました。講座から「講座評価のアカデミー全体としての統一」の

提案があり、全体にお諮りしましたがご意見はありませんでした。 

第Ⅱ部 グループ討論では、①アカデミーの方向性（新規受講生

増）、②運営世話人確保とその方法、③オンライン併用継続と負担

対応、④各講座WSからの要望（当番再開は各講座・WSの判断

で）などの意見が出されました。コロナ禍への対応が続いています

が、その先のことも見据えて手元のことをやっていく局面だと思い

ます。引き続き、講座・WSへのご協力をお願いいたします。［事業推進部会］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 26 日シニアライフ講演会「いつも何

かにときめいていよう」！ 
広報・地域連携部会では、 

アカデミーを広く知ってい 

ただくために地域活動市民 

団体のパネル展示に参加。 

講演はさわやか福祉財団会 

長堀田力さんと女優の藤田 

弓子さん。 

夫婦円満の秘訣は、褒めあうこと。感謝の

言葉を口にすること。名前で呼び合うこと。

そして暗い色を好みがちの男性には桜色を身

に着けることがお勧めとのこと。みなさんも

服装や持ち物の色について考えてみてはいか

がでしょうか。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

彩会展に行ってきました 

芸術WSの絵画作品展「第８回彩会展」

が８月に中原市民館ギャラリーで開かれまし

た。出展者は受講生とその OB 合わせて２１

人。個性あふれる作品でいっぱいでした。コ

ロナの影響で、一昨年は開かれなかったので

すが、今年も昨年に続きなんとか開くことが

できて、みなさんホッとしていました。 

 

 

石橋湛山特別講座を開催しました 
 
日本史夏季特別講座「石橋湛山をどう読むか

Ｖｅｒ．２０２２」が９月５日､１５日､２０日

の３回にわたり、対面とＺｏｏｍウェビナー併

用方式で延べ１１5名の受講生を集めて開講さ

れました。講師には石橋湛山研究学会の世話人

でもある共立女子大学上田美和准教授を迎えて

行われました。 

 リベラリストであると同時にリアリストでも

あった湛山の戦前・戦中・戦後に於ける論説を

読み直し、その変遷を通して彼のリベラル・デ

モクラシーとは何であったのか、その「歴史的

意味」と「現代的意義」について考察しました

。リベラリズムはナショナリズムを内包してお

り、必ずしも平和主義を意味していない。また

リベラリズムは戦時に於いては無力である。し

かし、湛山の言論の中には今日の危うい状況に

ある我々がどのような基軸を持つべきか時代を

越えて多くのヒントを示唆してくれているとし

て、時代の背景と共に具体的にわかり易く解説

をして頂きました。 

 

 

 

 

 

     

 

会場：多摩市民館 
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詳細は、プログラム、アカデミーホームページ、各企画のチラシをご覧ください。 

 
 

編集後記 

  

10月も半ばを過ぎて秋の夜長をしみじみ

感じるころとなりました。 

後期の講座も無事にスタートしました。新

型コロナ対策をとりつつ、受講生の皆さまと

ともに学習に励みたいと思います。また、来

月にはフェスタも開催されます。少しずつ今

までの日常が取り戻せていけるとよいように

思います。           （H.N） 

 
 

 
 
 
 

 
認定 NPO 法人かわさき市民アカデミー   

 

発行人 広報部会  

編集人 かわら版編集委員会 
 
川崎市中原区今井南町 28－41 

      川崎市生涯学習プラザ 3F  
                 
電話 044-733-5590  FAX 044-722-5761 

問合せメールアドレス

info@npoacademy.jp/      HP 

http://npoacademy.jp/ 

 
 

     

 

 

◆講座・ＷＳ等々の企画も充実！ 

「政治・社会ＷＳ」の展示とリレートーク、「環境

とみどり講座・WS」の研究発表、「フロンティア」

の講演、発達障害の動向と大切なこと、 未来

についての対談と意見交換会、「アカデミーかわら

版」タイトルバックの歴史展示など、多彩に！ 

◆今年の掘り出し物は？ 

古本市・陶芸市やります！  

アカデミーブックレットと双書の販売も！ 

11 月に会場が生涯学習プラザと新百合 21
ビルで 9 講座・WS で実施します。会場受講

のみの募集です。参加費は 1 講座につき当日

500 円いただきます。 

 

第 1部：基調講演 「気候危機のリスクと社会の大転換」 

 講師）江守 正多先生 

国立環境研究所地球システム領域上級主席研究員 

東京大学未来ビジョン研究センター教授 
 
第２部：シンポジウム 
 シンポジスト）江守 正多先生、森澤 充世先生、江原 誠先生、蔵治 光一郎先生(コーディネーター) 

mailto:info@npoacademy.jp/

